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総長特別補佐（災害対策）

災害対策推進室・副室長

マンション管理適正化シンポジウム
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（令和5年10月1日～令和6年9月30日）

自主防災組織（統括班）・班長

（令和6年～）

佐藤 健

自己紹介
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ライオンズマンション
長町南第２

基本情報

・ 所在地： 太白区泉崎1丁目
・ 階 数： 地上8階
・ 構 造： SＲＣ造 、一部RC造
・ 戸 数： 27戸
・ 建築年： 昭和63年
・ 杜の都防災力向上マンション認定
[防災性能] ★★
[防災活動] ★★★

防災性能（ハード面）の特徴

マンションの概要

防災活動（ソフト面）の特徴

【防災組織体制】
 自主防災組織（「統括班（常設）」）

【防災訓練】
 管理組合主催で開催（毎年、1回／年）

※一般論ではなく実際の設備・備品
を踏まえた内容で企画・実施

 発電機の試運転（1回／月、統括班）

【地域との協力体制】
 泉崎1丁目北町内会の1区12班として

世帯加入
 町内会役員を居住者から輩出
 泉崎地区町内会連合会主催の防災訓

練に参加（毎年、1回／年）

【その他】
 ぼうさいカフェ＆ぼうさいまち歩き（

毎年、4～5回／年） など

【防災倉庫】
 駐車場の空きスペース（半屋外

空間）に1台

【防災資機材】
 非常用電源：ヤマハインバータ

発電機（ガソリン）1台
 救急資機材等：救助用資器材、

防災用品を杜の都防災力向上
マンション認定基準に応じて整
備など

▲ヤマハインバータ発電機

▲防災訓練（2023.9.30） ▲防災訓練（2024.9.28）

▲ぼうさいカフェ（集会室、
2024.4.13）

▲ぼうさいまち歩き（三神峯公園、
2024.4.13）

Q１．東日本大震災の際、どのように対応し、どのような課題がありましたか？
 防災に限らず管理会社への依存体質があり、居住者による主体的な活動が

十分とは言えなかった。（例：集会室の利用が総会、理事会、物置等に限定）
 管理組合として組織的な対応は十分にできたとは言えず、掲示板による情

報共有のほか顔の見える居住者間の助け合いに留まった。

Q２．東日本大震災を踏まえ、どのような取り組みをしてきましたか？
 管理組合として自主防災組織（活動推進のための「統括班（常設）」）を設置
 管理組合として防災マニュアルの作成と全戸配布
 杜の都防災力向上マンション認定申請（認定番号13）
 集会室の環境整備と「ぼうさいカフェ」等で顔を合わせる機会の創出

Q３．東日本大震災の前後や、震災後の防災活動で、マンション内の災害に対
する意識の変化はありましたか？
 意識は高まった → 管理組合主催防災訓練の世帯参加率：7割以上

マンション防災セミナー（令和6年6月1日）マンション座談会「マンションと防災：どう行動し、どう備えるか～東日本大震災などの災害の教訓から学ぶこと～」資料より
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マンションの、特にハード面を適正に維持するために、

管理組合が取り組んでおくべきこと

例1-1：大規模修繕工事

 マンション管理会社の提案やアドバイスだけに依存しない
 マンション管理セミナー等での情報取集や見学会参加
 建物診断設計事業者（第三者）への修繕計画依頼
 修繕箇所（予算）の吟味（優先度の合意形成）
 住宅金融支援機構からの融資申込（現在は返済済み）
 大規模修繕工事の競争入札・工事業者の選定

居住者／管理組合が主体性を持つこと（自分ごと化）

実現するために重要なポイント（個人の考え）

① 管理活動の推進役となる住民（リーダー）の存在と協力体制
② 日常的な住民間で顔の見える関係づくり
③ ボランティア協力が得られる建築関係技術者の住民の存在

（ただし、住民の中に必ず存在するとは限らない）
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マンションのハード面を適正に維持するためには、

ソフト面を強化することが重要！

例1-2：ぼうさいカフェ＆ぼうさいまち歩きの定期開催

4



災害の発生を見据えた
事前の備えとして必要なこと

実現するために重要なポイント（個人の考え）

 管理活動の推進役となる住民（リーダー）の存在と協力体制
 楽しい雰囲気づくり（企画・運営）ができる住民の存在
 ボランティア協力が得られる防災関係技術者の住民の存在

（ただし、住民の中に必ず存在するとは限らない）

例2-1：マンション独自の防災訓練

 杜の都防災力向上マンション認定項目（きっかけ・目標設定など）
 一般論ではなくマンションに実際に装備・備蓄してあるものを使った訓練
 「参加してもいいかな」と思える楽しい要素

居住者／管理組合が主体性を持つこと（自分ごと化）
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災害の発生を見据えた
事前の備えとして必要なこと

例2-2：避難所運営委員会の理解

 町内会ごとの避難所運営委員会への参画
 地域の防災資源の洗い出し

 いっとき避難場所
 地区避難施設（がんばる避難施設）
 指定避難所
 補助避難所（防災資器材倉庫）
 福祉避難所
 母子福祉避難所

地域性（ローカルルール）をふまえること（地域連携）

例2-3：連合町内会の合同防災訓練への参加

 杜の都防災力向上マンション認定項目（きっかけ・目標設定など）
 町内会との連携・顔の見える関係の構築

泉崎1丁目北町内会
小学校区：長町南小学校
避難所運営委員会：富沢中学校
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管理不全に陥らないために、
管理組合が日常的にやっておくこと

例3-1：地震保険等の加入

 2011.3.11 東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）M9.0

 2021.2.13 福島県沖の地震（M7.3）
 2022.3.16 福島県沖の地震（M7.4）

居住者／管理組合が主体性を持つこと（自分ごと化）

例3-2：長期修繕（修繕積立金）計画の自分ごと化

 マンション管理会社の提案やアドバイスだけに依存しない
 マンション管理（適正化）セミナー等での情報取集や見学会参加
 マンション管理計画認定制度／マンション管理適正評価制度
 修繕計画（予算）の吟味（優先度の合意形成）

突発的な修繕への対応

想定地震 M 地震発生確率

宮城県沖のプレート間巨大地震 7.9程度 20%程度

宮城県沖のひとまわり小さいプレート間地震 7.0～7.5程度 90%程度

陸寄りで繰り返し発生するひとまわり小さいプレート間地震 7.4前後 80%～90%

※地震調査研究推進本部（算定基準日：2025年1月1日）
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まとめ
自分たちが住むローカルな地域の自然環境と歴史を楽しみながら理解を深め、
災害に備え、豊かなマンションライフを送る！

① 防災を含むマンション管理適正化の実現に向けて、ハード面と
ソフト面の両立が重要。

② マンションの各種認定制度を、マンション管理活動のきっかけ・
目標設定として有効活用できる。 8


